
力
十

カ
ナ
ウ
ラ
マ
チ
金
浦
町

金
棚仰
の
都
町
名。

純

一

カ
ナ
カ
ハ
ゴ
マ
ド
ウ
簸
川
護
緩
堂

以
榊
枇
の
下
か
ら
凶
到
口
の
問
的
ま
で
を
、
俗
に
山

一
y
ジ

従

来

寺
〈
問
主
)
。

問
と
呼
び
、
出
到
の
村
地
を
刷
釦判
削
地
と
し
た
間
前

一

カ
ナ
カ
ハ
ジ

簸
川
寺

凪
吉
山
側
道
下
飯
川
明
利

で
あ
っ
た
ω
文
政
四
年
二
且
日
比間野市
地
の
郁
分
を
町

一
の
枇
併
で
、
永
品
開
三
年
・
天
正
七
年
間ずの

文
部
に
鋭

潜
行
の
級
前
と
し、

金
浦
町
と
腐
し
た
。
金
加
は
此

一
川
寺
隷
従
と
見
え
る
。
そ
の
鋭
川
寺
は
鍛
坊
あ
っ
た

の
訟
の
刷出所
円
で
あ
る
。

明
治
凶
年
四
且
戸
新
制
成
の

一
も
の
h

惣
名
で
あ
る
が
、
戦
乱
の
附
に
迫

h
k

版
刷肥し

昨
こ
の
町
名
を
隠
し
て
天
榊
町
一
丁
門
と
し
、
十
二

一
て
従
泉
寺
を
の
み
残
し
た。

年
部
地
を
殴
れ
て
加
日
泌
の
阿
地
と
な
っ
た
。

一

カ
ナ
カ
ハ
ミ
ヤ
キ
金
川
官
記
一
加
。

関
主
部

カ
ナ
ウ
ラ
ロ
キ
ヨ
ウ
金
浦
漁
橋

金
仰
の
例
入
。
一
道
下
鋭
川
明
耐
の
縁
起
で
あ
る
。

同
稲
川河川
蝉
村
に
住

名
は
齢

o
H
外
の
子
。
制
紡
を
抗
年
に
尽
ん
で
、
川

一
し
た
殴
師
伊
東
某
が
日
午
保
十
年
に
拠
ん
だ
と
副首
い
て

不
出
代
を
都
し
、
明
治
の
後
泉
町
官
版
制
枇
の
枇
竿

一
あ
る
。
治
枇
を
式
内
石
山間
比
古
利
枇
で
あ
る
と
し
て

と
な
り
、間
十
三
年
三
且

一
日
六
十
六
践
で
残
し
た
。
一
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
烈
で
あ
ら
う。

カ
ナ
ガ
サ
キ
ガ
h
F

金
ゲ
崎
潟

胤
防
州
州
大
体
に

一

カ
ナ
カ
ハ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン
簸
川
明
神

臥
主
制
逝

在
る
。
も
と
人
江
で
、
そ
の
間
的
亦
附
る
大
で
あ
っ

一
下
に
在
っ
た
O

枇
名
は
宮
の
前
に
在
る
小
抗
か
ら
起

た
こ
と
は
、
天
保
九
年
十
二
且
六
日
大
内
村
鎖
入
俗

一
る
。
こ
の
抑制
川
明
耐
の
こ
と
を
、
式
内
等
間
四
枇
杷
に

水
浅
の
所
七
瓜
歩
を
州
立
て
る
録
、
土
砂
を
出
出
村

一
羽
昨
刷
な
る
式
内
諮
問
山
首
耐
祉
の
泊
で
あ
る
如
く

に
取
る
こ
と
を
泊
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
に
よ
っ

一
言
ふ
も
の
は
烈
で
あ
ら
う
o
l
そ
ロ
ヲ
カ
ヒ
コ
ジ

y

て
も
知
ら
れ
る
o
後
亦
そ
の
排
水
口
を
航
断
し
ご
道

一
ジ
ヤ

諮
附
比
古
一
刑
枇
(
臥
さ
。

怖
を
姐
ず
る
に
及
び
、
自
ら
山
町
一
間
の
白
人
を
妨
げ
て

一

カ
ナ
ナ
ザ
リ
ガ
ハ

金
留
川

訴
を
湖
北
部
戸
室

淡
水
と
な
る
に
京
っ
た
。
-
に
深
見
向
と
も
い
ふ
。

一
山
の
附
北
鎚
か
ら
設
し
、
商
花
に

杭
れ
て

小
二
又
・

カ
ナ
ガ
サ
キ
シ
ミ
ヅ

金
ヶ
崎
清
水

胤
品
川州
大

一
牧
・川
間
続
寺
・H
K
屋
を
杭
ぎ
り
、
金
腐
絡
に
於
い
C
金

除
と
自
前
領
民
の
お
際
に
あ
る
。

能
官
名
跡
芯
に
、

一
得
の
却
沖
地
を
治
ぎ
、
下
流
千
聞
を
経
て
河
北
均
に
入

『
凶
器

従
来
に
、
金
ヶ
崎
と
い
か
に
冷
水
あ
り
。
此

一
る

o
E一
八
粁。

金
府
川
よ
り
上
続
は
長
屋
川
の

附
の
松
山
巾
に
、
子
に
と
ら
れ
ぬ
金
見
ゆ
る
こ
と
あ
り

一H
引
が
あ
り
、
金
腐
川
は
父
古
〈
金
〈
ら
ひ
川
と
但
し

し
般
に
名
と
す
と
云
へ
り
o』
と
記
す
る
o

一
た
も
の
も
あ
る
。

カ
ナ
ガ
ソ

観
音
下

能
央
市
川円
抑
制
加
に
凶
す
る

一

カ
ナ
ク
サ
リ
バ
シ

金
同国
穏

金
持
に
在
っ
て
、

沼
市
。
郷
村
名
義
抄
に
、
HU
H
U

は
ζ

の
村
仰
山
に
間

一
金
銀
総
と
も
刑
判
〈
。
金
制
作
総
梁
紀
に
、『
か
な
く
さ
b

が
あ
っ
て
子
手
税
乱
刊
の
立
が
あ
る
か
ら
だ
と
あ
る
。

一
倍
、
大山
畑
に
有
目ぷ
』
と
あ
り
、
正
保
四
年
特
府
へ
地

お
し
元
来
カ
ナ
ガ
ソ
と
縛
す
る
地
点
引
が
あ
っ
た
の

一
連
の
加
能
鎚
一=
州
逝
桜
制
帳
に
、
金
タ
サ
リ
川
綿
と

に
、
型
H

下
の
文
宇
喜
て
た
も
の
で
あ
る
。

一
義

さ

れ
て
あ
る
か
ら
、
川

2以
て
宮

と

し
た

カ
ナ
ガ
ソ
イ
シ

観
音
下
石

能
尖
端
脱
却
H

一卜
に

一
も
の
で
あ
ら
う
。

琵
ず
る
石

M
o
石
英
組
而
岩
M
M
巌
灰
岩
で
、
前
色
を

-

カ
ナ
ず
ピ
ジ
ヨ
ウ

金
頭
按

臨
n阿
部
能
景
品
に

ap主
〈
園
面
で
覇
匝
い
o

r
在
っ

t
。
自
由
主
自
主
制
=
平
丸
E
帯
田
章
盟
申
軍

ー

ホ
ウ
セ

一
八
二

次
第
に
一
向
宗
信
仰
の
従
を
加
へ
た
が
、
延
徳
中
町

如
の
時
に
主
つ
亡、

金
持
御
妨
が
起
り
、
漸
〈
段
四日

を
加
へ
て
郁
聞
の
献
を
曇
す
る
に
来
っ
た
。
天
一止
八

年
佐
久
間
服
政
が
信
伎
の
命
を
焚
け
て
之
を
的
削
れ
る

や
、
寺
地
を
開
城
と
し、
坊
合
を

R
mに
沼
て
た
が
、

カ
ナ
テ
ラ
金
議

以
来
部
下
町
野
郷
に
凶
す
る

十
一
年
前
間
利
家
の

之
に
代
る
に
及
び
.
城
郭
の

部
町柄。

能
菅
名
跡
志
に
、『
川
西
よ
り
鈴
鹿

へ
行
く
に

磁
、
殿
舎
の
枇
日
と
共
に
加
り
、
士
民
間
集
し
て
円

は
、
桜
木
と
い
ふ
渡
舟
あ
り
o
此
渡
し
よ
り
山
手
へ
一
貨
紹
授
の
程
に
な
っ
た
。

行
け
ば
金
滋
村
な
り
o
金
一融
寺
と
て
提
言
宗
あ
り
0
』
一
合
一
〉
似
尚
一|
金
搬
の
位
置
は
、
陥
川
・

浅川
町
川
が
訴

と
記
す
る
。

一
一
谷
を
隆
れ
て
将
に
平
野
に
出
ん
と
す
る
腕
に
在
り
、

カ
ナ
ヲ
ラ
ジ

金
蔵
寺

臥
主
制
金
政
に
在
っ
て
・
一
丘
陵
を
刑
判
ひ
郊
野
に
加
し
、
封
建
供
仰
の
城
郭
を
純

真
言
宗
に
臨
す
る
。
山
鋭
は
岩
食
山
。
能
昌司
名
跡
芯

一
へ
る
泊
地
形
の
妙
を
得
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
加
引

に
、『
金
磁
村
の
金
磁
寺
は
白
焼
年
中
の
凶
器
一に
て
、

一
平
野
の
殆
ど
中
央
に
あ
る
か
ら
、
総
抑
上
締
結
の
利

資
は
七
堂
伽
聞
に
て
八
初
あ
り
。
今
の
金
堅
守
は、

一
川山を部品
1

判
、
限
は
北
限

主

主

ぜ
し
め
、
訟
は
外
地

白
山
富
の
別
常
総
留
院
と
い
ふ
o
三
川
野
郷
イ
回
二

宮
腹
ハ
今
金
石
)
に
よ
っ
て
上
闘
に
交
通
す
る
こ
と
が

寺
の
内
に
て
、
今
も
大
寺
な
り
o』
と
見
え
る
o
寺
山
拙

一
で
き
る
o
金
柑
仰
が
辺
日
本
に
削
在
す
る
に
初
ら
ず
そ

の
木
造
不
動
明
正
座
品
開
惚
尚
二
米
二
七
は
純
刷
陣
営
の

一
の
大
を
致
し
た
の
は
、
中
山と
し
て
百
必
促
封
の
旧
制
地

本
寧
で
、
そ
の
顕
胸
版
郎
は
平
安
時
代
の
作
、
他
は

一
と
し
て
選
定
せ
ら
れ
た
侵
じ
あ
る
が
、
亦
地
理
上
相

官
品
保
三
年
十
二
且
金
持
今
町
仰
間
山
梨
人
の
後
納
で

一
常
に
催
努
の
似
間
一で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

あ
る
。

一
円
=
一
〉
名
義

l
金
制
作
の
名
は
金
洗
聞
の
中
略
か
ら
間
た

カ
ナ
ク
ラ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
金
策
白
山
神
枇

一
と
す
る
設
が
古
来
行
は
れ
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
芋
制
政

問
京
都
金
磁
に
在
っ
た
。

式
内
等
抑制
枇
記
に
、『
金
誠

一
一
出
郎
の
併
設
に
基
づ
〈
も
の
で
、
全
〈
信
じ
蝶
い
。

白
山
静
社
。

町
野
郷
金
磁
村
。
別
指
所
蹴
=
金
寂
寺
二

(
四
〉初
見

l
文
献
に
於
け
る
金
抑
仰の
名
の
初
見
は
、

加副社
也
。』
と
あ
る
。

一
一越
奪
賀
三
州
芯
に
、
文
治
三
年
加
引
の
士
井
上
左
衛

力
ナ
タ
ラ
ヒ
ガ
ハ
か
な
く
ら
ひ
川
↓
カ
ナ
タ

一
門
の
従
十
一に
金
保
源
次
の
あ
っ
た

こ
と
を
峨
げ
る

サ
日
ガ
ハ

金
協
川
。

一
が
、
こ
れ
は
俗
郡
山
間
以
私
犯
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か

カ
ナ
ク
ラ
ヒ
パ
シ

金
〈
ら
ひ
橋

石

川
榔
市
川

司
ら
引
抑制
す
べ
き
限
で
な
い
。

岡
引
に
ま
た
、
茨
正
茶

に
あ
る
。
泊
地
犯
に、
此
の
川
は
手
取
川
の
分
水
で
、
一
年
卯
月
初
日
附
で
、
本
願
寺
の
家
本
下
問
度
比
制
純

橋
下
に
磁
石
が
あ
り
、
佐
来
の
者
の
灯
を
取
る
と
い

一
か
ら
脳
部
兵
衛
に
見
(
へ
た
感
紋
に
、『
於
金
持
首

一
一市

ひ
、
又
こ
の
舗
に
銭
釘
を
用
ひ
れ
ば

一
夜
に
し
て
放

取

』
と
あ
る
を
別
〈
が
、
こ
れ
も
金
納
〈
組
前
〉
の
町
内

取
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
使
用
せ
ぬ
と
あ
る。

一
刻
の
必
ら
し
い
。
岡
部
に

X
天
正
抗
年
上
移
謙
信
の

カ
ナ
ザ
ハ

企
還

門
一U
提
訴
の
成
立

l
初
め
本

一
加
賀
に
入
っ
た
時
制
併
砥
塁
と
共
に
栄
町
山
に
奇
つ

国
寺
亜
却
の
北
闘
酬
を
E
m
m
L
t
Eか
'nt
加
盟
に
は

-
t時
、
耳
目
も
が
『
君
軒

a
E量
λ
岡
山
量
。
臣
守
L
聞
方
』

忠
放
に、

桃
井
兵
隊
助
班
び
に
長
新
左
術
門
胤
辿
以

下
凶
徒
退
治
の
お
、
去
入
用
什
入
日
大
将
吉
見
修
理

苑
が
能
管
島
に
m
H
向
の
時
、
掛品目出は
そ
の
手
に
邸
し、

H
九
日
胤
泌
の
航
を
俄
錦
う
て
金
駅
城
に
抽出
縮
め
た

と
あ
る
。


